
◇◇５年生：田おこし始まりました◇◇ 
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ビオトープに泳いでいたオタマジャクシがいつの間にかカエルとなり、次々一人立ちしています。

子どもたちは、その様子を観察しながら、成長することとはどのようなことなのか、自然に学習を

しています。 

さて、授業でも、本格的な学習がはじまっています。５月 24日（土）に開催した土曜参観には、

お休みにもかかわらず、多くの保護者の皆様にお越しいただきました。本当にありがとうございま

した。お子様たちの様子はいかがでしたでしょうか？ 

 

授業では、タブレットを使ったり、小グループに分かれて話し合ったり、話し合ったことをみん

なの前で発表したり、自分で学習の流れを計画し、自分に合った学び方で学習に取り組んでいたり

と、様々な学びの姿をご覧いただけたのではないでしょうか。 

今、学校では、これからの変化の激しい社会に柔軟に対応できる力を身に付けてもらうために、

子どもたち自らが、主体的に学習に取り組む姿勢を大切にした授業づくりを心掛けています。 

自ら課題を見出し、仲間と協働して学習しながら、違う考えや新しい考え方に触れる中で、自分

の考えをさらに深めていく。教師たちは、そんな学習のスパイラルを意識し、日々授業研究を進め

ています。 

少しでも「今」の授業スタイル、  

そして、子どもたちの日常の 

様子等をお感じいただけたの 

なら幸いです。 

  

 

 

 

 

 

  

    

 

                      

今年も「田んぼの矢嶋さん」とボランテ

ィアの方々のご協力により、５年生の田ん

ぼの授業が始まっています。 

                       どんな体験を積んで、子どもたちの豊か

な学びにつながっていくか、楽しみです。 

葉山小だより 
自ら学び 考えて行動できる子 

～自立・創造・しなやかな心～ 

～令和７年１０月 葉山小は１００周年を迎えます～ 



◇◇お財布を拾った２年生。無事に持ち主の元へ◇◇ 
                先日、登校途中に２年１組 住谷綾音さん、２年３組 五島茉那さん 

               須田怜禾さんの３名が植木の茂みに袋が落ちているのを発見。 

                中を見ると、お財布のようなものが入っていることに気づきました。 

               その時、たまたま知り合いのお友達のお父さんが通りかかったので、 

とっさに判断して、お財布がおちていたことを相談。そのお父さんか 

ら持ち主に無事、お財布が届いたということです。後日、落とし主か

ら、お財布をひろってくれたお礼の電話が入りました。ファインプレーです。 

ちなみに、「もしも知り合いのお父さんが通りかからなかったらどうしていた？」とインタビューをし

てみたら、「すぐに交番に届ける。もしくは、学校についたらすぐに先生に届ける！」という立派な答え

が返ってきました。頼もしい！ 

 

◇◇もしもに備えて◇◇ 
◆臨時不審者対応訓練：５月１４日（水）実施 

 ゴールデンウィーク明け５月８日（木）に、東京の小学校に不審者２名が侵入し、校舎内で暴行に及

んだという大変ショッキングな事件が発生しました。そんな事件を受けて、早速、本校においても不審

者が侵入した際に、とるべき行動を子どもたちとともに確認しました。訓練ではありましたがみんな真

剣に取り組み、もしもの時の備えを学習しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇登下校に関する注意喚起◇◇ 
◆登下校の際、「横並びで歩いているので危ない」、「石などを蹴っている子ども 

たちがいて、大変危険」という地域の方のお声をいくつかいただきました。 

 今年度に入って、下校中の小学生の列に車が突っ込み、そのまま立ち去る 

という信じられない事案も全国では発生しています。それらを受けて、 

地域の方が子どもたちの安全について、大変心配していただいたところです。 

大切なご指摘を本当にありがとうございます。 

 

早速、朝の集いの際に、校長より登下校のマナーについて話をさせていただきました。 

「大人の目の行き届かない登下校の時間帯は、自分で命を守ることが大切。横並びに広がって歩くと、

どのような危険なことがおきるか。また、石などを蹴ってしまうことも、思わぬ事故につながったり、

場合によっては人を傷つけてしまったりする危険性があることを想像してほしい」と子どもたちに投げ

かけました。 

 

校長として一番の願いは、「葉山小のすべての子どもたちが安全に学校へ登校し、１日安心して生活・

学びを終え、安全に自宅へ帰ること」です。 

登校時、校門前の路地で旗振りをしている際、右左を確認して横断歩道をしっかり手をあげてわたっ

ている子どもたちの姿を見ると、安心した１日が始まると実感しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


